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１ 文学作品 名作はなぜ永遠なのか 

   どうして本（文学）を読むのだろうか。 

   文字にはどんな「力」があるのだろうか。 

外国文学は日本でもどうして読まれているのか。 

   名作と呼ばれる作品が世界中で読まれているのはなぜか。 

 

２ 文学作品の変容 

   文字から台詞へ 演劇（舞台） 

   文字から台詞＋音楽＋ダンスへ ミュージカル 

   文字から映像へ TVドラマ・映画 

 

３ 映画の三大要素 

ストーリー 

 どんな内容なのか。いわゆる文学作品の映画化では重要な要素となる。 

 

映像 

 映画の最大の特徴は映像にある。台詞と映像をどう組み合わせるか、カメ

ラアングルはどうか。クロースアップとロングショットの使用。撮影技術

の進歩。CGの利用。 

 

音楽 

     映画はみていないが、音楽だけはなんだか知っているといったことはない

か。テレビドラマでも同じような現象が起きるが、いわゆるテーマソング

や映画音楽だけが一人歩きする場合がある。また、映画の効果を最大限に

高める効果としての音楽も重要な要素である。 
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４ イギリス文学と映画 

 

   シェイクスピア『ロミオとジュリエット』（1594） 

    ロバート・ワイズ、ジェローム・ロビンス監督『ウエスト・サイド物語』

（1961） 

    フランコ・ゼッフィレッリ監督『ロミオとジュリエット』（1968） 

    バズ・ラーマン監督『ロミオとジュリエット』（1996） 

   

   シェイクスピア『ハムレット』（1600） 

    ローレンス・オリヴィエ監督『ハムレット』（1948） 

    グリゴリ・コジンチェフ監督『ハムレット』（1964） 

    フランコ・ゼッフィレッリ監督『ハムレット』（1990） 

    ケネス・ブラナー監督『ハムレット』（1996） 

    マイケル・アルメイダ監督『ハムレット』（2000） 

   

シェイクスピア『マクベス』（1606） 

   オーソン・ウェルズ監督『マクベス』（1948） 

   黒澤明監督『蜘蛛巣城』（1957） 

   ロマン・ポランスキー監督『マクベス』（1971） 

 

  ダニエル・デフォー『ロビンソン・クルーソー』（1719） 

   ジョージ・ミラー監督『ロビンソン・クルーソー』（1996） 

   テイエリー・シャベール監督『ロビンソン・クルーソー』（2003） 

   

  ジョナサン・スィフト『ガリヴァ旅行記』（1726） 

   ジャック・シャー監督『ガリヴァ旅行記』（1960） 
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 ジェーン・オースティン『自負と偏見』（1813） 

   ジョー・ライト監督『プライドと偏見』（2005） 

 

  メアリー・シェリー『フランケンシュタイン』（1818） 

   ジェイムズ・ホエール監督『フランケンシュタイン』（1931） 

   ジェイムズ・ホエール監督『フランケンシュタインの花嫁』（1935） 

   ケネス・ブラナー監督『フランケンシュタイン』（1994） 

 

  チャールズ・ディケンズ『オリヴァー・トウイスト』（1837） 

   キャロル・リード監督『オリバー！』（1968） 

   ロマン・ポランスキー監督『オリバー・ツイスト』（2005） 

 

  スティーヴンソン『ジキル博士とハイド氏』（1886） 

   ルーベン・マムーリアン監督『ジキル博士とハイド氏』（1932） 

   ヴィクター・フレミング監督『ジキル博士とハイド氏』（1941） 

   ジェラール・キコワース監督『ジキルとハイド』（1988） 

   モーリス・フィリップス監督『ジキル博士とハイド氏』（2002） 

 

  Ｈ．Ｇ．ウェルズ『タイム・マシン』（1897） 

   ジョージ・バル監督『タイム・マシン』（1959） 

   サイモン・ウェルズ、ゴア・ヴァービンスキー監督『タイム・マシン』（2002） 

 

 

  ブラム・ストカー『ドラキュラ』（1898） 

   トッド・ブラウニング監督『魔人ドラキュラ』（1931） 

   テレンス・フィッシャー監督『吸血鬼ドラキュラ』（1957） 
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   フランシス・コッポラ監督『ドラキュラ』（1992） 

    

  Ｈ．Ｇ．ウェルズ『宇宙戦争』（1898） 

   バイロン・ハスキン監督『宇宙戦争』（1953） 

   スティーヴン・スピルバーグ監督『宇宙戦争』（2005） 

   デヴィッド・マイケル・ラット監督『宇宙戦争』（2005） 

 

  ジェームズ・バリー『ピーター・パン』（1904） 

   ハーバート・ブレノン監督『ピーター・パン』（1924） 

   ハミルトン・ラスケ、クライド・ジェロニミ、ウィルフレッド・ジャクソン

監督『ピーター・パン』（1953） 

   P.J．ホーガン監督『ピーター・パン』（2003） 

   ＊参考映画 

    スティーブン・スピルバーグ監督『フック』(1991) 

    マーク・フォースター監督『ネバーランド』(2004) 

   

  バーナード・ショー『ピグマリオン』（1913） 

   アンソニー・アスクィス、レスリー・ハワード監督『ピグマリオン』（1938） 

   ジョージ・キューカー監督『マイ・フェア・レディ』（1964） 

   

  クライブ・ステープルス・ルイス『ナルニア国物語』（1950－1956） 

   （『ライオンと魔女』1950） 

   アンドリュー・アダムソン監督『ナルニア国物語／第１章 ライオンと 

    魔女』（2005） 

 

  トールキン『指輪物語』（1954－1955） 

   ラルフ・バクシ監督『指輪物語』（1978） 
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   ピーター・ジャクソン監督『ロード・オブ・ザ・リング／旅の仲間』（2001） 

   ピーター・ジャクソン監督『ロード・オブ・ザ・リング／ふたつの塔』 

（2002） 

   ピーター・ジャクソン監督『ロード・オブ・ザ・リング／王の帰還』（2003） 

 

   

  ロアルド・ダール『チョコレート工場の秘密』（1966） 

   メル・スチュアート監督『夢のチョコレート工場』（1971） 

   ティム・バートン監督『チャーリーとチョコレート工場』（2005） 

 

 

    ダイアナ・ウィン・ジョーンズ『魔法使いハウルと火の悪魔』(1986) 

      宮崎駿監督『ハウルの動く城』(2004) 

 

 

  J.K．ローリング『ハリー・ポッターと賢者の石』（1997） 

  J.K．ローリング『ハリー・ポッターと秘密の部屋』（1998） 

 J.K．ローリング『ハリー・ポッターとアズカバンの囚人』（1999） 

  J.K．ローリング『ハリー・ポッターと炎のゴブレット』（2000） 

クリス・コロンバス監督『ハリー・ポッターと賢者の石』（2001） 

   クリス・コロンバス監督『ハリー・ポッターと秘密の部屋』（2002） 

  アルフォンス・キュアロン監督『ハリー・ポッターとアズカバンの囚人』 

（2004） 

   マイケル・ニューウェル監督『ハリー・ポッターと炎のゴブレット』（2005） 
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５ アメリカ文学と映画 

 

  ナサ二エル・ホーソン『緋文字』（1850）  

      ロバート・G・ヴィニョーラ監督『緋文字』(1934) 

      ヴィム・ヴェンダース監督『緋文字』（1972) 

   ローランド・ジョフィ監督『緋文字』(1995) 

   

 

  ハーマン・メルヴィル『白鯨』（『モービー・ディック』）(1951) 

      ジョン・ヒューストン監督『白鯨』(1956) 

 

 

   ルイザ・メイ・オルコット『リトル・ウイメン』（『若草物語』）(1868) 

     ジョージ・キューカー監督『若草物語』(1933) 

     マーヴィン・ルロイ監督『若草物語』(1949) 

   バディ・ラッセル監督『若草物語』(1970) 

   ジリアン・アームストロング監督『若草物語』(1994) 

 

   

   マーク・トゥエイン『王子と乞食』(1882) 

     リチャード・フライシャー監督『王子と乞食』(1977) 

 

 

   セオドア・ドライサー『アメリカの悲劇』（1925） 

   ジョセフ・フォン・スタンバーグ監督『アメリカの悲劇』(1931) 
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  アーネスト・へミングウェィ『陽はまた昇る』(1926) 

   グレゴリー・ラトフ、ヘンリー・キング監督『陽はまた昇る』(1957) 

  

 

  アーネスト・へミングウェィ『武器よさらば』(1929) 

   フランク・ボーゼーン監督『武器よさらば』(1932) 

   チャールズ・ヴィダー監督『武器よさらば』（1957） 

 

 

  スコット・フィッッジェラルド『雨の朝パリに死す』（1931） 

   リチャード・ブルックス監督『雨の巴里に死す』(1954) 

 

 

  ヘンリー・ミラー『北回帰線』(1934) 

   ジョセフ・ストリック監督『ヘンリー・ミラーの北回帰線』(1970) 

 

 

  マーガレット・ミッチェル『風と共に去りぬ』(1936) 

   ヴィクター・フレミング監督『風と共に去りぬ』(1939) 

 

 

  ジョン・スタインべック『二十日鼠と人間』(1937) 

   ゲイリー・シニーズ監督『二十日鼠と人間』(1992) 

 

 

  ジョン・スタインべック『怒りの葡萄』(1939) 
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   ジョン・フォード監督『怒りの葡萄』(1940) 

  アーネスト・へミングウェイ『誰が為に鐘は鳴る』 

   サム・ウッド監督『誰が為に鐘は鳴る』(1943) 

 

 

  べティ・マクドナルド『卵と私』(1945) 

   チェスター・アースキン監督『卵と私』(1947) 

 

 

  テネシー・ウィリアムズ『ガラスの動物園』(1945) 

   アーヴィング・ラバー監督『ガラスの動物園』(1950) 

   ポール・ニューマン監督『ガラスの動物園』（1987) 

 

 

  テネシー・ウィリアムズ『欲望という名の電車』(1947) 

   エリア・カザン監督『欲望という名の電車』(1951) 

 

 

  ノーマン・メイラー『裸者と死者』(1948) 

   ラオール・ウォルシュ監督『裸者と死者』(1958) 

 

 

  アーサー・ミラー『セールスマンの死』(1949) 

   ラズロ・べネデイク監督『セールスマンの死』(1951) 

 

 

  ジョン・スタインべック『エデンの東』（1952） 
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   エリア・カザン監督『エデンの東』(1954) 

  アーネスト・へミングウェイ『老人と海』(1952) 

   ジョン・スタージェス監督『老人と海』(1958) 

   アレクサンドル・ペドロフ監督『老人と海』(1999) 

 

トルーマン・カポーティ『ティファニーで朝食を』（1958） 

      ブレイク・エドワーズ監督『ティファニーで朝食を』(1961) 

 

 

ジョゼフ・へラー『キャッチ-22』(1961) 

   マイク・ニコルズ監督『キャッチ-22』(1970) 

 

 

トルーマン・カポーティ『冷血』（1966) 

      リチャード・ブルックス監督『冷血』(1967) 

 

 

エリック・シーガル『ある愛の詩』(1970) 

       アーサー・ヒラー監督『ある愛の詩』(1970) 

 

 

スティーヴン・エドウィン・キング『キャリー』(1974) 

   ブライアン・デ・パルマ監督『キャリー』(1976) 

 

 

アレツクス・ヘイリー『ルーツ』(1976) 

      デヴィッド・グリーン他監督『ルーツ』(1977) 
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スティーヴン・エドウィン・キング『シャイニング』(1977) 

   スタンリー・キューブリック監督『シャイニング』(1980) 

      ミック・ギャリス監督『シャイニング』(1997) 

 

ジョン・アーヴィング『ガープの世界』(1978) 

      ジョージ・ロイ・ヒル監督『ガープの世界』(1982) 

 

 

スティーヴン・エドウィン・キング『デッド・ゾーン』(1979) 

   デヴィッド・コローネンバーグ監督『クロネーンバーグのデッド・ゾーン』

(1983) 

 

 

ジョン・アーヴィング『ホテル・ニューハンプシャー』(1981) 

   トニー・リチャードソン監督『ホテル・ニューハンプシャー』(1984) 

 

 

ジョン・アーヴィング『サイダー・ハウス・ルール』(1985) 

   ラッセ・ハルストレム監督『サイダー・ハウス・ルール』(1999) 

 

 

スティーヴン・エドウィン・キング『IT』(1986) 

   トミー・リー・ウォーレマ監督『IT／イット』(1990) 

 

 

スティーヴン・エドウィン・キング『ミザリー』(1987) 
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   ロブ・ライナー監督『ミザリー』(1990) 

ジョン・グリシャム『ペリカン文書』(1992) 

   アラン・J・バクラ監督『ペリカン文書』(1993) 

 

 

ジョン・グリシャム『依頼人』(1993) 

   ジョエル・シューマカー監督『依頼人』(1994) 

 

 

スティーヴン・エドウィン・キング『グリーン・マイル』(1996) 

   フランク・ダラボン監督『グリーン・マイル』(1999) 
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英米文学辞典・英米文学史 
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『講座英米文学史』（13巻）（大修館書店、1971年 9月～2001年 4月） 

須藤暢雄、繁尾久『教養としての英米文学』（南雲堂、1975年 12月） 
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月） 

荒竹出版編集部編『年表アメリカ文学史』（荒竹出版、1988年 6月） 

荒竹出版編集部編『年表イギリス文学史』（荒竹出版、1989年 2月） 
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森谷佐三郎『シェイクスピア名句集』（荒竹出版、1988年 5月） 
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シェイクスピア研究会編『シェイクスピア傑作警句集』（山海堂、1997年 10月） 

安西徹雄『シェイクスピアの名セリフ 100』（丸善ライブラリー）（丸善、2001年 9 

月） 

中野春夫『シェイクスピアの英語で学ぶここ一番の決めゼリフ』（マガジンハウス、 

2002年 6月） 

斎藤和明『人生の悩みに、この名セリフ』（主婦の友社、2002年 12月） 

 

英米文学と映画に関する参考文献 

曽根田憲三『アメリカ文学と映画：原作から映像へ』（開文社出版、1999年 3月） 

八尋春海編『映画で楽しむアメリカ文学』（金星堂、1999年 5月） 
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八尋春海他編『映画で楽しむイギリス文学』（金星堂、1999年 5月） 

今泉容子『スクリーンの英文学』（彩流社、1999年 5月） 

 

シェイクスピア映画に関する参考文献 

荒井良雄『シェイクスピア劇上演論』（新樹社、1972年 1月）     

マンヴェル／荒井良雄訳『シェイクスピアと映画』（白水社、1974年 4月）                                

荒井良雄『イギリス演劇と映画』（新樹社、1982年 11月） 

荒井良雄『英米文学映画化作品論』（新樹社、1996年 5月） 

森祐希子『映画で読むシェイクスピア』紀伊國屋書店、1996年 5月） 

狩野良規『シェイクスピア・オン・スクリ－ン』（三修社、1996年 10月） 

高橋康也監修／佐々木隆編『シェイクスピア研究資料集成』（第 30巻、シェイクス

ピア映画評集、日本図書センタ－、1998年 6月） 

狩野良規『映画になったシェイクスピア』（三修社、2001年 10月） 

ジャクソン編／北川重男監訳『シェイクスピア映画論』（開文社、2004年 2月） 
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資料作成者・講演者 

 

佐々木  隆  現在、武蔵野学院大学国際コミュニケーション学部教授。博士（英

文学）。大学でのおもな担当科目は「英米文学史」「国際文化交流」

「西欧文化事情Ⅰ」等。これまでに「英文学概論」「米文学概論」

「西欧文化社会事情」「演習Ⅲ（国際関係論）」の担当経験がある。 

 

        私自身の履歴・研究業績・教育業績等については、ホームページ

にて公開しているのでご覧戴きたい。 

 

        佐々木隆研究室 http://www.ssk.econfn.com 


